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　「紅一点じゃ、足りない。」
　これは、私が初めて男女共同参画行政に携わった
ときの男女共同参画週間のキャッチフレーズです。
男女共同参画を推進する、特に女性がさまざまな分
野で活躍することにより、日本が元気になることが
伝わるようなキャッチフレーズとして募集され、選
ばれたものです。まさに女性活躍が謡われていた時
代で、国からは推進事業のための交付金が交付さ
れ、毎月、時には毎週のように講座や講演会を開催
し、忙しかったことを覚えています。
　それから10年余り、自身の仕事も社会環境も変
化してきましたが、的を射た、それでいてシンプル
なこのキャッチフレーズはずっと私の心に残ってき
ました。実際に女性一人の場面を会議などで経験し
てきたからかもしれません。2020年までにあらゆ
る分野で指導的地位に女性が占める割合を30％に
するという「202030」は、今となっては懐かしい
目標です。
　さて、紅一点の紅は、女性を表しますが、今はそ
れも差別につながると感じる人もいるかもしれませ
ん。赤は女性、青は男性というような昭和チックな

感性はなくなり、自分色という新色も現れました。
　私事ですが、男女共同参画で色の話題が出ると亡
き父との会話を思い出します。小学生のころ、「女
の子なのにピンクよりもブルーが好きなのだけど…
変かな？」と父に話したとき、「好きな色に男も女
も関係ないよ。お父さんは赤が好きだよ」と言って
くれた昭和一桁生まれの父。他愛もない会話でした
が、記憶に残っているのは、バイアスの海に沈もう
としている私を引き揚げてくれたからかもしれません。
　昭和100年、戦後80年、そして、男女雇用機会均
等法から40年、女性活躍推進法から10年の節目
に、日本で初めて女性首相が誕生し、高くて厚い
「ガラスの天井」を突き破りました。非常にゆっく
りではありましたが、男女共同参画は日本なりに進
んできたのだと思います。令和7年度の男女共同参
画週間のキャッチフレーズは「誰でも、どこでも、
自分らしく」。性別に関係なく、誰もが自分らしく
生きられる、生きるために頑張れる、そのような社
会の実現を願います。

安中市男女共同参画推進委員会副委員長　松本　万理子
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　12月6・7日に茨城県で開催された「全国農業高
校お米甲子園」で初めて金賞を受賞した安中総合学
園高校生物資源系列水田班のメンバーが、岩井市長
を表敬訪問しました。

1211 お米甲子園金賞を受賞
安中総合学園高校水田班

　安中総合学園高校和太鼓部が関東大会で優勝し、
岩井市長を表敬訪問しました。同部は、12月14日
に大宮ソニックシティで開催された「太鼓祭り2025 
第17回日本一決定戦」に関東代表として出場しまし
た。

1127 関東大会優勝を報告
安中総合学園高校和太鼓部

　文化財を火災などから守るとともに、文化財愛護
の意識を高めるため、市は1月26日の文化財防火
デーにあわせて旧碓氷郡役所で防災訓練を実施しま
した。訓練では通報・避難誘導・放水や消火器を
使った初期消火などを行いました。

0125 文化財を火災から守ります
旧碓氷郡役所で防災訓練

　市は、地域の魅力を広く発信し、知名度向上に務
めるアンバサダーに市出身のフリーアナウンサー、
矢端名結さんとねこ画家、おかべてつろうさんを委
嘱しました。市アンバサダーはプロレスラー、安齊
勇馬さんを含め3人になりました。

0116 新たに2人を委嘱
安中市アンバサダー

　市商工会・市松井田商工会・碓氷安中農業協同組
合・市の共催で、新年賀詞交歓会が開催されまし
た。開式前には新島学園中高の弦楽団OGによる演
奏もあり、参加者は華やかな雰囲気の中あいさつを
交わし、今年の抱負を歓談しました。

0105 今年の抱負など歓談
新年賀詞交歓会

　第12回全日本女子総合ドッジボール選手権大会
（滋賀県）に群馬県代表チームの一員として出場し、
第3位に輝いた大野梨央選手（東横野小6年）が岩井
市長を表敬訪問しました。おめでとうございます。

1225 全国3位入賞を報告
全日本ドッジボール大会群馬県代表

　安中総合学園高校と㈱イオンリテールが共同開発
した「バラエティミックス弁当」が完成し、岩井市
長に報告しました。生徒のアイデアを基にしたこの
弁当は、高崎市内のイオンなどで販売されました。

1218 生徒のアイデア基に完成
安中総合学園高校と㈱イオンが弁当開発

　米生産者と子育て世帯を支援するため、昨年に引
き続き、安中市農業委員会の丸山征二会長（写真右
から2人目）から、市子ども食堂連絡協議会に市内
で収穫された玄米240㎏を寄贈していただきまし
た。

1217 お米をいただきました
生産者と子育て世帯を支援
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